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 永久電気双極子モーメント（EDM）は標準理論を超える理論の検証に

有用な物理量であり、我々は 129Xe 原子を対象とした EDM の測定を目

指している。本研究では能動帰還型核スピンメーザーの手法を用いて、

1 nHz 以下の精度を目標とした 129Xe の周波数精密測定を行っている。  

EDM 測定において周波数精度向上を妨げる主な原因としては、外部

磁場変動、および偏極 Rb 原子との衝突による周波数偏移の二つが挙げ

られる。そこで、前者の補正のための 3He 共存磁力計と、共存磁力計で

は補正できない後者を抑制するためのダブルセルの開発を行っている。 

 3He 共存磁力計の性能を十分に発揮するためには、129Xe/3He の両者が

同時に安定してメーザー発振する条件を見出す必要がある。そこで、両

者の縦偏極緩和時間と横偏極緩和時間を断熱高速通過型 NMR および自

由誘導減衰測定によりそれぞれ測定・評価し、分圧値等のパラメータの

最適化を行った。  

また、ダブルセルでは緩和時間の短い 129Xe が偏極生成部と歳差運動

検出部をつなぐチューブ内を移動する際の減偏極が問題となる。そこで、

チューブの長さ、径、内壁コーティングを変えた様々なダブルセルに対

して 129Xe の偏極度を測定し、ダブルセル形状の最適化を行った。  

本講演では以上の測定および最適化の結果について報告する。  


